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辛いときに「助けて！」と言う勇気
新潟・鈴木　希佳
　『社会を明るくする運動』いったい私に何ができるのだろうか。正直分からなかった。そこで反対に『明るくない社会』とはどのようなことなのかを考えてみることにした。

　中学生になり新聞を読むようになって驚いたのは、毎日のように起こる事件の多さだ。その中でも親による子どもへの虐待事件は、とても暗い気持ちになる。虐待をした人の生い立ちは、大抵その人も小さい時に親から虐待されたり、友達からいじめにあったりしていたらしい。虐待による負の連鎖は続いていくのだという。それはとても悲しいことだと思う。なぜだろう。「自分がやられて嫌なことは人にはしない」そうできないのだろうか。守ってくれるはずの親からひどい虐待を受け、それをまた自分の子にする。これ以上の暗い世の中はない。

　私は母とよく話をする。学校のこと、友達のことなど。そして母も自分が子どもの頃の話をよくしてくれる。

「昔は妹をいじめては、お婆ちゃん（自分の母親）にいっつもゲンコツもらっていたわ。忘れ物もいっぱいするから学校でも先生からゲンコツもらってね。廊下に立たされたこともあったわ。決して良い子とは言えない子だったからねぇ。でもそれって、今だったら虐待だよねぇ。アハハーッ。」

といつもなぜか笑って話してくれる。そんな母だが、私は一度も叩かれたことは無い。もちろん父からも無い。本当に虐待が負の連鎖で繰り返されるのであれば、母は私のことも叩いてしつけるはずだ。でもそれは無い。不思議に思い母に聞いてみた。母の答えは

「『助けて！』と声に出して言うことかなぁ。」と返ってきた。母の言っている意味が分からず、もう一度聞いてみた。すると今度は、

「小学生の頃、あなたが隣の席の子に意地悪されて、いつも泣きながら帰って来ていたこと覚えている？」
と話し始めた。小学校低学年だった私は、なぜ毎日毎日、その子が意地悪をするのか分からず、泣きながら母に訴えたこともあった。その子は私だけにではなく他の子にも同じように意地悪をくり返していた。その子には小さな妹や弟がいて、お母さんは妹たちをどうしても優先してしまう。おまけにそのお母さんは、子どもたちに留守番を任せて、夜中仕事に行っていたらしい。お父さんも忙しくて夜の十二時くらいまで帰って来ない生活だったという。

「きっと淋しかったのよ。でもね、その子のお母さんは『うちのお姉ちゃんはしっかり者なの！』っていつも学校で誇らしげに話していたわ。あの子『本当は淋しい』って言えなかったのね…。」

と話してくれた。

「実はね…今思えば、お母さんも子どもの頃忙しく働くお婆ちゃんに『淋しい』って言えなくて妹に意地悪していたのかもしれない…誰かにかまってもらいたくて、そんなことをしていたのかもね…。」

と言った。もう一度聞いてみた。

「じゃあ、なんでお母さんはゲンコツされていたのに私のことは叩かないでいられるの。」

「それは自分の気持ちを誰かに話すようになったからかなぁ。」

と言った。家族の間で普段から何でもないことでも話す。嬉しいときは「嬉しい！」と言い、辛いときは「辛いから助けて！」と言う。失敗してしまったことも隠さず話す。辛いことや失敗したことを言葉にするのは恥ずかしい。けれども、とにかく誰かに言うこと、話すことが淋しさや辛さを乗り切るチャンスになるのだそうだ。私は学校で少し不安なことがあったときは、直ぐに母に相談するようにした。また母とケンカをしてしまい、母に対して不満があるときは、こっそり父に話すことにした。父が上手く話してくれているのか、母が後から謝ってくることもある。もちろん私が悪いときは自分からきちんと謝る。誰かに話すことで心が和らぎ、そして自分の悪いところも素直に見えてくる。母が『助けてと声に出して言うことが大事』と言った意味が少し分かったような気がする。

　これは虐待を防止することだけではない。淋しいからいじめる。イライラしたから万引きをする。ストレスが溜まっていたから放火をする。一人ぼっちで居場所がないから人を刺す。こんな風に追い詰められる前に「助けて、辛い。」と声に出して言おう。家族や先生、友達、先輩など。もしも身近に話せる人が思いつかないなら電話での相談室でも誰でもいいから話せる人を見つける。勇気を持って今の自分の気持ちを正直に話すことが大切なのだ。そうすれば追い詰められずにそこから変われるはずだ。辛いとき「助けて。」と声に出して言う。それが『社会を明るくする運動』に参加することへの第一歩だと考えた。
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